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第９章 情報受容のしくみ

教科書
メヂカルフレンド社
新体系看護学全書
人体の構造と機能①
解剖生理学
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外側脊髄視床路：痛覚と温度覚。
脊髄神経節の一次ニューロンは後
角に達し、二次ニューロンが反対
側の脊髄側索を上行して、視床に
達する。
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外界から傷害刺激が加わって生じる痛み
生体内の病変によって生じる痛み
神経系の異常による痛み（視床痛：脳梗塞や脳出血の回復期の同側性の疼痛、幻肢痛）
精神身体的な痛み（緊張性頭痛）
心因性の痛み（疾病利得：ふつうは感じないような痛みを、耐え難い痛みと表現）

関連痛：心窩部痛（心臓、胆嚢）

マイボーム腺は、涙腺からの涙
が角膜を覆い、その表面に脂質
を加えて、涙（角膜）の乾燥を
防ぐ。
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虹彩

瞳孔の大きさを調整する平滑筋
瞳孔括約筋（輪状、副交感神
経：動眼神経，毛様体神経節由
来）と瞳孔散大筋（交感神経）

虹彩の色：虹彩の結合織のメラ
ニン細胞の量に依存して、黒、
茶、青色になる。
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視細胞

杆体：光の感度が高く、色を
区別しない。
ロドプシン：フォトン（光

子）がロドプシンに吸収され
て、G蛋白質が活性化し、Na
チャンネルが閉鎖して、過分
極が生じる。

錐体：イオドロプシンという
感光色素を持ち、光の感度は
低いが、異なる色を感知する
３種類ある（青錐体、緑錐体、
赤錐体）。

色覚
ヒトの眼は、波⾧が400nmの紫
から800nmの赤までの可視光を
感知できる。
色覚には、波⾧やその組み合

わせに対応する色調、色の明る
さに当たる明度、色に白や黒が
混じった度合いを示す飽和度
（彩度）の3要素が区別できる。

色覚異常：錐体に異常があって、
色の識別ができない。
１色覚（色覚の欠如）
２色覚（1色覚が欠損）
異常３色覚（一つの色覚が鈍い）
赤または緑の感光物質が欠損する赤緑色覚
異常は、伴性劣性遺伝で、男性に多い。
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視覚伝導路

視細胞
↓

双極細胞（一次ニューロン）
↓

神経節細胞（二次ニューロン）
↓ 網膜 ↓

視神経 中脳上丘
↓ （瞳孔反射）

視交叉
↓

視索
↓

視床（外側膝状体）
↓

視放線
↓

視覚野（後頭葉）
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頭位性めまい：耳石が落ちることで、
めまいが生じる。
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味盲：先天的異常

味覚障害：亜鉛欠乏
薬剤等の影響
ストレス
中枢神経障害
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